
　４月12日、市が現在進めている次期総合計画の策定に向けて、若者世代の意見を聴くことを目的に「亀山の未来を考える
『カメトーク』」が開催され、40歳未満の21人が「10年後の亀山市に期待すること」を主なテーマに意見交換を行いました。
　結婚や仕事をきっかけに移住された人や学生などの皆さんから、交通の便、働く場所、通学路・歩道の安全などの問題・課
題について意見が出された一方で、ゆったり過ごしやすい環境、人の優しさなど本市のいい点が挙げられました。また、「みん
な日々いろんなことを思っているけれど、声を上げる機会や場がない」との意見もありました。
　今回は、市が目指す将来都市像や目標・政策をまとめた「総合計画」に多様な世代の意見をもっと反映できるよう、私たち
が住む“まち”について考えます。

　亀山市では、平成19年６月に、市民、公共的団体、学識経験者等の25人のメンバーから構成される「亀山市まちづくりの基本を定め
る条例を考える会」を立ち上げ、100回を超える検討を経て、平成22年４月１日に「亀山市まちづくり基本条例」が施行されました。
　この条例は、亀山市が、ここに住む一人ひとりが生き生きと輝き、幸せに暮らすことができるまちになるよう、市民、市議会、執行機
関（行政）の三者がそれぞれの役割を明らかにした上で、力を合わせていいまちをつくっていくための基本理念やルール・約束事を定
めたものです。前文に始まり、市民・市議会・執行機関の権利や責務を定めるほか、
まちづくりを行う際の９つの基本原則などが示されています。

政策推進課政策調整グループ問合先 84－5123

みんなの思いを
カタチに
出会いと対話から
はじまる
亀山のまちづくり

「亀山市まちづくり基本条例」に
ついて詳しくはこちら
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　子どもの数が少なくなったなぁとか、お年寄りがますます増えたなぁ、また、空き家が
増えたなぁなどと地域の少子・超高齢化を私たちは実感せざるを得ません。すでに30
年も前に、日本全体として15歳から64歳のいわゆる生産年齢人口はピークを迎え、
20年前には日本人の人口もピークに達し、その後、双方ともに急激に減少しています。
昨年は、日本全体で四日市市と鈴鹿市を合わせた以上の人口が減っています。それだ
けに、人口減少に伴う諸課題は、働く人の不足やそれを補うための外国にルーツを持
つ人々の定住化といったことだけで解決できるものではなく、これまでと同様の形で市
民が望むサービスを市が提供することが難しい状況に立ち至っています。
　だからこそ、人口増加が経済的な成長とリンクし、成功体験として強く印象付けられて
いる前の時代とは全く違った社会を今後作っていく先駆けとなるべきは、まさにその時
代を生きてきた、つくってきた人々、すなわち、シニア世代の方々にほかならないのです。

　亀山市では、本格的な人口減少社会が早晩来ることを想定して、100回を超える
市民参加による検討を重ねて策定された原案をもとに、平成22年、「亀山市まちづく
り基本条例」が制定されています。これは、人口減少時代に対応して、市の執行機関
や議会、市民が果たすべき役割を明らかにし、共通の目標をもって「協働」して、今後
起きるであろう課題を解決していこうという覚悟を示すものです。
　そして、この「協働」による「公共」の再構築という作業は、人口減少社会しか知ら
ない初めての世代である今の現役、子、孫世代のために、シニア世代ができる唯一の
プレゼントなのです。

亀山市まちづくり基本条例推進委員会

会長　岩崎 恭典さん

市民活動・ボランティア
活動に参加する

●自身の幸福感が高まる
●地域貢献を実感できる
●人とのつながりができる

伝統行事に参加する
市内の史跡を訪れる

●歴史文化が継承される
●まちへの関心・興味や愛
着が深まる

地元の野菜を買う

●地元の生産品を知る機
会になる
●地域の伝統的な食文化
の継承につながる
●地域経済の活性化につ
ながる

ＳＮＳ等で亀山の
情報を発信する

●亀山の知名度や関心度
の向上につながる
●観光客の増加、地場産
品の購入・飲食店の利
用者の増加につながり、
地域経済が活性化する

私たちは過去にとらわれてはいけない時代にいる

市民にも覚悟を求める「まちづくり基本条例」

　「協働」を亀山市全体で進めるためには、世代を超え、地域を超えた市全体に共通す
る目標が必要です。その目標となるものが総合計画です。今、亀山市では、次期総合計
画の策定作業に入りつつあります。今後、さまざまな市民参加手法が取り入れられる
はずですが、残念ながら、策定に際してのアンケート調査やパブリックコメント、そして、
審議会の公募委員などにおいて次世代の参加があまり見られないことが残念です。
　総合計画で示された課題をより身近な場所で具体的に解決していく仕組みとし
て、亀山市ではおおむね小学校区ごとに地域まちづくり協議会が結成されています。
子育て支援や学校支援、一人暮らしのお年寄りの生活支援など、個人が、団体が、世
代を超えて顔の見える範囲での課題解決に取り組むために、「まちづくり基本条例」
に設置根拠を持つ組織です。市も市民活動応援券「えがおカード」を活用した財政支
援など、全国的にも先進的な取り組みをしています。身近なところで、誰もが持ってい
る小さな「公」を持ち寄ることで、人口減少に対応できる社会をつくっていく。シニア世
代も次世代の若者も、計画策定過程や地域まちづくり協議会の活動に、傍観者では
なく、当事者として参画することでしか今後の地域社会は持続できないのです。

総合計画と地域まちづくり協議会
次世代も「自分事」としてぜひ参加を！！

第１回かめやま市民会議（平成19年５月19日）の様子

まちづくりサロンの様子

地域活動に参加する

●近隣住民と顔が見える
関係を築くことができる
●子どもの見守りや高齢
者の安否確認ができる
●災害時に助け合える関
係づくりにつながる
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─ 亀山はいい意味で田舎
伊藤さん　出身は津市ですが、職場に近いこともあり２年前から
亀山に住んでいます。今回「カメトーク」に参加するにあたり、い
ろいろ調べると、亀山は治安もよく、買い物もどこでもでき、生
活に必要なものがそろっていて、支援も充実していることなど
が分かりました。情報はどんどん拾っていかないと、と思いつ
つ、行政にはもっと情報を検索しやすいようにしていただけると
ありがたいなと思いました。
─ 外に出て分かった亀山の良さ
竹尾さん　現在、津の大学に通っています。以前は、津に憧れが
ありましたが、大学でいろんな人に会い、県外の友達が増えた
ことで、「新図書館いいね」、「人が優しいよね」、「なんか雰囲気
がいいよね」など、地元の話題が出たとき、亀山の良さに気づき
ました。今回の「カメトーク」の参加者で、県外の大学に進学した
人と話す機会があり、「外に出て分かる良さがあるよね」と同じ
思いを共有しました。これから関わる人や若い人にも亀山の魅
力を伝えられたらいいなと思っています。

─ 意見を言い合える機会をもっと設けてみては
伊藤さん　僕たち世代は行政との関わりが薄く、行政は遠い存在
な感じがしています。今回、こういう場があったからこそ、参加者
の皆さんから結構意見が出ました。みんな思っていることはいろ
いろあって、言いたいことがあったんだなと思いました。「言って
も変わらんやん」という感覚があったり、若い自分の考えが正し
いのかが分からなかったりして、あまり意見を言わない世代であ
るように思っていたので、こういう雰囲気で話ができる機会が
もっとあれば、思いや意見を言いやすくなるのではと思います。
─ ゆるい意見でも気軽に発言できる環境があれば
竹尾さん　図書館の「推し本」コーナーをよく見ます。オープンで
堅苦しくない感じで「ちょっと意見を貼ってみて！」、「今、どんな
気持ち？」というような、肩肘張らず
に示すことができる場所を設ける
と、ちょっとゆるい感じの意見や
思っていることも発言しやすいので
はないかと思います。

　「学校も地域に根ざしていこう」と『地域連携』が始まったのは約30年前。始まりは、
東小学校の先生を対象にしたパソコン講座でした。当時、東小学校にパソコンが入り、
それを使って教えていかなくてはならなくなったときに、使い方を教えてほしいと講師に
呼んでもらい、そこで地元の生徒をアシスタントに起用しました。そのとき、「教え子がこ
れだけのことをできるようになったんだ」と成長を喜ばれたことがきっかけで、パソコン
を始めたい高齢者のお手伝いをさせてもらえるんじゃないかということになりました。
　夏休みの夜間に職員が開いていたパソコン講座があったんですが、夜来られない方
に来ていただけるようにと、昼間、「あいあい」での講座を始め、テキスト作成から講師、
アシスタントまで講座自体を生徒に任せることにしました。ノウハウもない中、校内では
心配の声もありましたが、「怒られて試行錯誤して、ノウハウを貯めていくしかない」と
話を重ね、始めた講座でした。
　地域連携は、時代が変わる中で形を変えながら続いていて、浸透してきました。地域
にも地元の子を育てていこうという風土が根づき、生徒を受け入れてくださる”亀高
ファン”が非常に増えています。地元の子を預かり、地元で育てていただいた子を地元
に帰していくときに地域に貢献できる人材になれるよう、恩返しができればと思います。

三重県立亀山高等学校

教頭　西川 勝利さん

学校を含めた“地域”で子どもを育てる

　校外実習やインターンシップでは、生徒は緊張感をもってゴールを目指して取り組み
ます。行く前はお客さんのような感じですが、それを仕事にする感覚で行くと、違う視点
で見ることができるようになります。幼稚園や小学校とのコラボによる取り組みでは、
園児・児童が自分たちの想定と違う反応を示すことに「えっ？」と思うことがあり、相手
に分かってもらえるようにすることの大切さに気づかせてもらっています。
　生徒が自身の変化を理解し、消化できているかは別ですが、達成感や充実感、自己
肯定感を持てるように変わってきます。受け入れてくれる大人が増えれば、子どもたち
は必然的に自分で考え、行動するようになります。今後も、地域のご支援と活躍の場を
いただけるとありがたいと思います。

学校では見られない大きな変化や成長がある

システムメディア科の生徒によるまちづくりのための
アイデア報告

竹尾  奏さん伊藤 徳仁さん
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　総合計画は、市が実現したい“未来のありたい姿”を示し、それを実現するためにどう
取り組んでいくかを総合的かつ体系的にまとめた市の最上位計画です。市民アンケート
やワークショップなど、市民の皆さんの意見を聴きながら計画をつくっています。

　これまで、市民アンケートや「カメトーク」、亀山高校
システムメディア科３年生による「まちづくりのための
アイデア」研究報告などにおいて、さまざまなご意見
をいただいています。今後もフォーラムやパブリック
コメント手続きなどを通して、広くご意見を伺います。

※「満足」「重要」を＋２点、「やや満足」「やや重要」を＋１点、「どちらとも言えない」を０点、「やや不満」「あま
り重要ではない」を－１点、「不満」「重要でない」を－２点とした５段階評価で得点を付け、42項目ごとに
「わからない」「無回答」を除く母数での平均（評点）を算出しています。

次期亀山市総合計画
（令和８年度～）を策定しています

総合計画市民アンケート結果より「施策の重要度と市民満足度」（令和７年３月現在） 調査対象地域
　市内全域
調査対象者
　市内に居住する18歳以上
　の市民1,200人
有効回収率
　41.2％

市民の皆さんの意見を計画に生かします
「亀山市の10年後のまちづくりに向けて」 「市民フォーラム」を開催します

次期総合計画策定に向けた

とき　５月25日（日）午後１時30分～４時
ところ　市立図書館１階多目的室
内容　将来の理想のまちの姿を描き、その実現に向
けたトークセッション、グループワーク等
対象　15歳以上で市内在住、在勤、在学の人または
市内に事務所（事業所）を有する人

定員　30人（先着順）
申込　5月16日（金）午後5時までに申込
フォームからお申し込みください。

まちづくりへの意見を
お聞かせください

募集期限　５月１６日（金）午後５時
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生活排水が適切に
処理されている

緊急時の消防・救急体制が整っている

防災や災害時の対策が整っている

地球環境保全の
取組が充実
している

犯罪を防ぐ対策が整っている

医療機関が充実している

障がい者への福祉サービスが充実している

障がい者の教育環境や自立支援が充実している

働く場が充実している

鉄道が便利である

バスが便利である

高齢者が生きがいを持って安心して
生活できる環境が整っている
バリアフリーのまちづくりが

充実している

地域における助け合いが活発に行われている

企業活動が活発に行われている

自然環境と調和した開発が適切に行われている
美しいまちなみや景観がつくられている

男女が平等に社会参加
できる環境が整っている

農業・林業が盛んに
行われている

余暇を過ごす
場所が充実
している
魅力的な市街地が
形成されている

市政やまちづくりに
若者が参加しやすい
しくみが整っている

企業、大学、市民、行政による
連携した取組が進められている

移住・定住の
促進に関する取組が
充実している

乗合タクシーが便利である

外食や宴会等を行う
場所が充実している

観光地としての
魅力があり、
観光施設が
整っている

芸術や文化に関わる
機会が充実している

ボランティア活動が
活発に行われている

地域の個性が
尊重されている

外国人住民との交流が
活発に行われている

交通安全の
対策が
整っている

健全な財政運営が
行われている

公平・公正な
市政運営が
行われている

日常の買い物がしやすい小中学校の
施設や設備が
整っている 学校教育の内容や

取組が充実している
市の窓口やサービスが
利用しやすい
生活に身近な道路が整備されている

地域の見守りの中で、子どもを健やかに
育てられる環境が整っている

子育ての相談、保育等が充実して利用しやすい
青少年を見守る応援する活動が行われている
ごみの減量やリサイクルに関する取組が進んでいる
国道などの幹線道路が整備されている

自然環境が
豊かである

健康教室や各種健診の
内容が充実している

市職員の
資質や
能力が高い
高齢者への
介護サービスが
充実している
快適な居住環境が整っている

森林・里山や農地が保全されている

高速道路網が整備されている
公園・広場・緑地が充実している

自然とふれあえる場所や機会が充実している
図書館が充実している

スポーツ施設が充実している

生涯学習講座が充実している
文化財や歴史的なまちなみが保存整備されている

亀山駅とその周辺が整備されている

行政情報を
市民が入手
しやすい
しくみが
整っている

人権擁護や
人権意識の啓発が
進んでいる 市政やまちづくりに

市民が参加している

歴史や文化をいかしたまちづくりが行われている
身近な地域住民同士の活動が活発に行われている

公民館などの施設や行事内容が充実している

安全でおいしい
水道水が
供給されている

【 施 策 の 満 足 度 】不 満 満 足

【
施
策
の
重
要
度
】

重
要

重
要
で
な
い

満足度平均値（－0.12）

重要度
平均値
（1.15）
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